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かごしまかごしまかごしま
特別国民体育大会　　熱い鼓動 風は南から

フェンシング　総合優勝　チーム秋田

↓織山昭成　右

フェンシング　
成年男子　フルーレ　２位
成年女子　フルーレ　２位
チーム秋田

陸上競技　成年女子　ハンマー投
２位　小舘充華
（染めＱテクノロジィ）

ウエイトリフティング　少年男子
＋102級スナッチ　５位
＋102級クリーン＆ジャーク　６位
小玉颯太（金足農業高校）

馬術　少年　
馬場馬術　７位
自由演技馬場馬術　８位
藤原駿（大曲西中学校）とユリシス

レスリング　少年男子　フリースタイル
125㎏ 級　２位　織山昭成（秋田商業高校）左
55㎏ 級　 ３位　山鹿辰士（秋田商業高校）中央
60㎏ 級　 ５位　菊地寛人（秋田商業高校）右

水泳（競泳）　少年男子Ａ　背泳ぎ200ｍ
２位　白鳥航生（能代松陽高校）

フェンシング　
少年男子　フルーレ　４位
少年女子　フルーレ　７位
チーム秋田

水泳（競泳）　少年男子Ａ　個人メドレー400ｍ
4位　鈴木大斗（秋田南高校）

ライフル射撃
少年男子　エア・ライフル立射60発　５位　榎春音（秋田令和高校）後列一番右
少年女子　ビーム・ピストル60発　５位　三浦寿花（秋田高校）前列左から２番目

［写真提供：秋田魁新報社・競技団体関係者］
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特別国民体育大会（鹿児島国体2023）　入賞者一覧

№ 順位 競　技　名 種　別 種　　　　目 氏　名 所　　属 点数

１ １位 バスケットボール 成年男子 チーム秋田（ＪＲ東日本秋田） 40

２

２位

レスリング 少年男子 フリースタイル125㎏ 級 織山　昭成 秋田商業高校 ７

３ 水泳（競泳） 少年男子Ａ 背泳ぎ200m 白鳥　航生 能代松陽高校 ７

４ フェンシング 成年男子 フルーレ チーム秋田 21

５ フェンシング 成年女子 フルーレ チーム秋田 21

６ 陸上競技 成年女子 ハンマー投 小舘　充華 ㈱染めＱテクノロジィ ７

７ ３位 レスリング 少年男子 フリースタイル55㎏ 級 山鹿　辰士 秋田商業高校 5.5

８
４位

水泳（競泳） 少年男子Ａ 個人メドレー400m 鈴木　大斗 秋田南高校 ５

９ フェンシング 少年男子 フルーレ チーム秋田 15

10

５位

レスリング 成年男子 フリースタイル86㎏ 級 阿部　侑太 秋田刑務所 2.5

11 レスリング 成年男子 フリースタイル97㎏ 級 門間　順輝 秋田市消防本部 2.5

12 レスリング 成年男子 フリースタイル125㎏ 級 安田　拓斗 秋田県スポーツ協会 2.5

13 レスリング 少年男子 フリースタイル60㎏ 級 菊地　寛人 秋田商業高校 2.5

14 レスリング 少年男子 グレコローマンスタイル71㎏ 級 村井　洋輝 秋田商業高校 2.5

15 ライフル射撃 少年男子 エア・ライフル立射60発 榎　　春音 秋田令和高校 ４

16 ライフル射撃 少年女子 ビーム・ピストル60発 三浦　寿花 秋田高校 ４

17 陸上競技 少年女子Ａ 300ｍ 三浦　夏恋 秋田令和高校 ４

18 相撲 成年男子 チーム秋田 7.5

19 バドミントン 成年女子 チーム秋田（㈱北都銀行） 7.5

20 ウエイトリフティング 少年男子 ＋102㎏ 級スナッチ 小玉　颯太 金足農業高校 ４

21

６位

フェンシング 成年女子 エペ チーム秋田 ９

22 陸上競技 少年男子Ａ やり投 岡部　倖也 秋田南高校 ３

23 ウエイトリフティング 少年男子 ＋102㎏ 級クリーン＆ジャーク 小玉　颯太 金足農業高校 ３

24

７位

水泳（競泳） 成年女子 平泳ぎ100ｍ 赤間　明希 東海大学 ２

25 水泳（競泳） 少年女子Ａ 自由形50m 髙橋　　凛 秋田北高校 ２

26 フェンシング 少年女子 フルーレ チーム秋田 ６

27 ラグビーフットボール 成年男子 チーム秋田（秋田ノーザンブレッツ） 7.5

28 馬術 少年 馬場馬術 藤原　　駿 大仙市立大曲西中学校 ２

29 カヌーWW 成年男子 カヤックシングル　スプリント 佐々木　翼 ㈲鶴の湯温泉 ２

30 陸上競技 成年女子 走高跳 濱田　風香 Team Astar ２

31

８位

ローイング 少年女子 舵手つきクォドルプル チーム秋田（本荘高校） ５

32 ウエイトリフティング 成年男子 96㎏ 級スナッチ 伊藤　　健 能代高校(教) １

33 自転車 少年男子 １㎞ タイムトライアル 池田　充槻 六郷高校 １

34 馬術 少年 自由演技馬場馬術 藤原　　駿 大仙市立大曲西中学校 １
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燃ゆる感動かごしま国体インタビュー
１　鹿児島国体を振り返って
（黒政）チームのコンディションは万全ではありませんでしたが、ピンチをチャン
スに変えようと選手は大会に向けてできる限りの努力をしてくれました。昨年の国
体では保守的な姿勢で自分たちらしさを全く表現できていなかったため、今年の国
体は『自分たちの力を見せつけよう』と選手をコートに送り出しました。大会を通
し苦しい時間帯もありましたが､『５連覇を達成して秋田を元気にする』というス
タッフと選手の強い気持ちが終盤に相手を突き放す原動力になりました。また、会
場で私たちのために声援を送ってくださった観客の皆さんに感謝します。

（斉藤)｢国体５連覇」がかかった大事な試合で、周囲からの大きな期待もあり、多少プレッシャーに感じていましたが、チーム全員が自分の役割を徹底
し、ワンチームで優勝を掴み取ることできました。これは決して私たちだけの力だけではなく、多くの方々のサポートがあっての結果だと思っています。
私自身、このような素晴らしいチームの一員であることをたいへん誇りに思います。
２　日常生活・普段の練習で意識していること
（黒政)｢勝ちたい」という思いから失敗を恐れ、無意識のうちにチャレンジングな姿勢を避けてしまいます。失敗したらどうしよう。負けたらどうしよ
う。失敗は恐怖が伴います。でもそれは学びのチャンスを逃してきたことになります。失敗体験の先に学びがある。今はそういう気持ちで、できる限り失
敗を恐れず新しいことにチャレンジしていこうと思っています。
（斉藤）先頭に立ち、明るく声を出して雰囲気が良いなかで練習することを意識しています。勝つチームをつくるためには、ハードな練習・トレーニング
を乗り越える必要があります。そんな時こそ、声を出して自らを奮い立たせ、仲間を鼓舞するように努めています。楽しみながらも困難を乗り越えること
を意識しています。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
（黒政）国体６連覇を目指します。試合に勝つことで、地元秋田を元気にします。私たちのチームコンセプトである『攻撃的なディフェンスと躍動感ある
走るバスケ』を体現するため、ハードな練習、地道な練習を大切にし、コーチ、選手ともに心をひとつに取り組んでいきます。また、選手の人間的成長と
パフォーマンス発達を支援して、選手を中心に関わるすべての人が幸福になることを目指します。
（斉藤）今後も優勝を積み重ねていけるように、チームが一丸となって取り組んでいきます。チーム全員が情熱を持って戦う更に強いアマチュアナンバー
ワンチームを目指して、チームキャプテンとして先頭に立って盛り上げていきます。
４　将来を担う秋田の子どもたちへ
（黒政）可能性は無限です。失敗を恐れず、ワクワク・ドキドキしながらたくさんチャレンジしてください。失敗した分だけ成長できるはずです。
（斉藤）競技と向き合っていくなかで上手くいくこと・上手くいかないことが必ずありますが、どちらの経験も自分にとって大きな財産になります。失敗
から学ぶことも成長するうえで大事です。チームメイトはかけがえのない仲間です。一緒にチャレンジをしてスポーツを楽しんでいきましょう！

１　鹿児島国体を振り返って
　昨年の栃木国体では３連覇を逃し、その悔しさを糧に挑んだ今回の鹿児島国体では、成年男
子フルーレで２位、そして17年ぶりの総合優勝を達成することができました。成年男子フルー
レでは、優勝まであと一本のところまで相手を追い詰めましたが、取り切ることができず非常
に悔しい思いをしましたが、自信に繋がる大会となりました。全体的には接戦も多く、タフな
試合が続きましたが、持ち前のチーム力とそれぞれが自分のできる役割を全うし、誰一人最後
まで諦めずに戦った結果が今回の総合優勝に繋がったと確信しています。
２　日常生活・普段の練習で意識していること

　日々のフィジカルトレーニングは高い強度で取り組んでいます。辛いと感じることも多いですが、目標としている大会に向けて妥協せず、今できること
を一つ一つ積み重ねていくということを常に意識して練習に取り組んでいます。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
　来年国体に出場した際には優勝奪回を目指します。また、指導者としてもジュニア世代の競技力向上に努め､｢フェンシングが強い秋田」であり続けてい
きたいです。指導するにあたっては、全ての選手がプロになるとは限らず、むしろほとんどがスポーツ以外の仕事をしている中で､｢あの時のこの指導者に
教えてもらえて良かった、あの教えは今の仕事にも活きている」と思ってもらえるような指導者になれるよう、努めていきたいです。
４　将来を担う秋田の子どもたちへ
　まずは情熱を持ち、自分の基準で物事を判断せず、周囲への感謝、他者を思う気持ちを忘れずに競技に打ち込んで欲しいと思います。

１　鹿児島国体を振り返って
　私個人としては、通算10回目の出場となる国体でした。そのような節目の国体を、成年女子
フルーレ第２位、エペ第６位、女子総合成績第２位、そして男女総合成績第１位という形で締
めくくることができ、大変嬉しく感じると同時に、最後まで共に闘い抜いてくれたチームメイ
トに感謝の気持ちでいっぱいです。少年・成年男女共に紙一重の戦いが続く中、前向きな気持
ちで試合に挑み、コーチ陣や応援団を含めた「チーム秋田」全員の力で17年ぶりの総合優勝を
掴み取ることができました。応援ありがとうございました。
２　日常生活・普段の練習で意識していること

　試合本番で自分の力を発揮できるかどうかは、普段の自分次第だと思います｡｢根拠のない自信を持て、それを裏付ける努力をせよ｡｣と自分主体で取り組
み､｢今日はこれを頑張った！」と言える練習を積み重ねてください。きっと、ここぞという場面で、自分を信じてプレーができると思います。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
　自身の競技力向上はもちろんですが、プレー技術や審判のジャッジ傾向など、地方にいても最新の情報が得られるようにアンテナをはり、競技者兼指導
者の立場だからこそできる方法で、ジュニア世代の選手のレベルアップにも尽力していきたいです。
４　将来を担う秋田の子どもたちへ
　自分が好きなことに取り組むことができる背景には、必ず、サポートしてくれる人の存在があります。食事の用意や試合会場への送迎など、協力しても
らっていることを当たり前と思わず、感謝の気持ちをぜひ声に出して伝えてください。スポーツを通じて沢山のことを学び、考え、豊かな人生が送れるよ
う応援しています。

祝５連覇！！！！！
バスケットボール競技
成年男子
（ＪＲ東日本株式会社秋田支社）

　　　　　　　　　　　　　　　 黒政成広監督　  斉藤大輔選手

（斉藤)｢国体５連覇」がかかった大事な試合で、周囲からの大きな期待もあり、多少プレッシャーに感じていましたが、チーム全員が自分の役割を徹底

祝５連覇！！！！！
バスケットボール競技
成年男子
（ＪＲ東日本株式会社秋田支社）

　　　　　　　　　　　　　　　 黒政成広監督　  斉藤大輔選手

フルーレ２位入賞！
フェンシング競技
成年男子
松渕真平　監督兼選手
（秋田県スポーツ協会）

　日々のフィジカルトレーニングは高い強度で取り組んでいます。辛いと感じることも多いですが、目標としている大会に向けて妥協せず、今できること

フルーレ２位入賞！
フェンシング競技
成年男子
松渕真平　監督兼選手
（秋田県スポーツ協会）

フルーレ２位入賞！
フェンシング競技
成年女子
高橋風子　監督兼選手
（秋田市役所）

　試合本番で自分の力を発揮できるかどうかは、普段の自分次第だと思います｡｢根拠のない自信を持て、それを裏付ける努力をせよ｡｣と自分主体で取り組

フルーレ２位入賞！
フェンシング競技
成年女子
高橋風子　監督兼選手
（秋田市役所）
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１　鹿児島国体を振り返って
　昨年に続き２位という結果となってしまいましたが、記録の面では昨年を上回る事ができ自
分自身ホッとしております。しかしながら、優勝者とは２ｍの差があった事、国体出場４回目
にしてまたしても優勝を逃してしまった事は、申し訳ない気持ちで一杯です。
２　日常生活・普段の練習で意識していること
　陸上競技とは青天井の競技であると実感しています。だからこそ、日々自分の限界を決めな
い事は常に意識しております。
　日々練習に取り組む中で、ウエイトトレーニングも含め様々な種類の練習メニューを行って

いますが、今日はこれくらいでいいやという様な練習をしないことや頑張ったと胸を張らないことで、昨日の自分よりも強くなることを目指し、常にハン
グリー精神で練習に取り組んでいます。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
　日本選手権での優勝は第一目標です。
　最近では３位以内が安定してきているものの、まだ優勝は出来ておりません。国体同様、勝負弱さを感じる事が多々あるので、勝負に勝てる選手になる
ことを目指し今後も競技に向き合って参ります。
４　将来を担う秋田の子どもたちへ
　何事もチャレンジ！所属先の社長が日々口にしている言葉ですが、全ての事にチャレンジする気持ちは忘れてはいけないなと自分自身年齢を重ねるごと
に思います。私が陸上競技とハンマー投に出会えたのも、新しいことにチャレンジしたからです。
　失敗を恐れてチャレンジすることをやめてしまったら、失敗から学ぶことも悔しさを感じることも出来ません。何事もチャレンジです！一緒に世界を目
指して頑張りましょう！

１　鹿児島国体を振り返って
　２位という結果には納得できないという気持ちがありますが、高校生として最後の大会を決
勝という舞台で戦えたことはとても嬉しく思っています。今大会を通して改めて秋田県のたく
さんの方々に支えてもらっていることを感じました。今後、大学生、社会人として出場したと
きには優勝して秋田県に貢献したいと強く思いました。
２　日常生活・普段の練習で意識していること
　日々の練習では、漠然と練習をするのではなく目的意識を持って取り組むようにしていまし
た。また、日常生活ではとにかく体調管理をしっかりとして練習を休むということがないよう

に心がけました。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
　今後は、大学でもレスリングを続けるので、全日本大会や国際大会に出場してたくさんの経験を積み、国内だけではなく世界で活躍し、名を残せるよう
なレスラーになれるように頑張ります。
４　将来を担う秋田の後輩たちへ
　私は、高校からレスリングを始めました。幼いときからレスリングを始めてきた人と比べると遅いスタートでしたが、日本一になりたいという強い気持
ちを持って取り組み、全国大会でも結果を残せるようになりました。これはスポーツに限ったことではないですが、大きな目標を持ってその目標に向けて
努力を続ければ、始めた時期や年数などというのはあまり関係がないように思います。皆さんも何事にもチャレンジし、一緒に秋田を盛り上げましょう。

１　鹿児島国体を振り返って
　水温が低く泳ぎやすいプールでのレースでした。予選からベストタイムを狙って前半から攻
めたレースをすることができました。決勝ではいつもよりも集中できました。予選よりも攻め
たレースをし、ラスト50メートルですべての力を出し切り２位になることができました。練習
の成果をシーズンの最後で出せたのは自分の力になりました。
２　日常生活・普段の練習で意識していること
　普段の練習からタッチ勝負になったときに負けないように最後まで気を抜かないように意識
しています。細かい技術練習も毎日の練習で行っています。練習後のケアも欠かさず行ってい

ます。休日は気分をリフレッシュするために自分が好きなことをしています。
３　今後の抱負・挑戦したいこと・将来像について
　まずは来年のインターハイで優勝したいです。そのためにも普段の練習から勝負強さを磨いていきたいです。細かい技術はまだ他の人に比べて劣ってい
ると感じるので強化していきたいです。これから練習にもっと真剣に励み日本のトップ選手と闘えるようになりたいです。
４　将来を担う秋田の後輩たちへ
　目標を達成するために、日々の練習や時間を無駄にしないことが大切だと思います｡｢できる・できないではなく、やるか・やらないか」という言葉を信
じやってきました。まずは何事にも挑戦することが大切なので、たくさんチャレンジしてほしいです。秋田を一緒に盛り上げていきましょう。

２位入賞！
レスリング競技
少年男子　フリースタイル125㎏ 級
織山昭成　選手
（秋田商業高校）

に心がけました。

２位入賞！
レスリング競技
少年男子　フリースタイル125㎏ 級
織山昭成　選手
（秋田商業高校）

２位入賞！
陸上競技
成年女子　ハンマー投
小舘充華　選手
（㈱　染めＱテクノロジィ）

いますが、今日はこれくらいでいいやという様な練習をしないことや頑張ったと胸を張らないことで、昨日の自分よりも強くなることを目指し、常にハン

２位入賞！
陸上競技
成年女子　ハンマー投
小舘充華　選手
（㈱　染めＱテクノロジィ）

２位入賞！
水泳競技（競泳）
少年男子Ａ　背泳ぎ200ｍ
白鳥航生　選手
（能代松陽高校）

ます。休日は気分をリフレッシュするために自分が好きなことをしています。

２位入賞！
水泳競技（競泳）
少年男子Ａ　背泳ぎ200ｍ
白鳥航生　選手
（能代松陽高校）

バスケットボール競技成年男子　　　　前人未踏の５連覇達成！！！ フェンシング競技　　　　17年ぶり男女総合優勝！！
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　テクニカルアドバイザーに就任して今年で３年目になります。現在、秋田ノーザンブ
レッツの現役部員でもあります。私の仕事は、学校訪問（小学校、中学校、高校）を通
じて秋田県全域にラグビーを普及させること、コーチをサポートすること、そして秋田
で「ラグビー」というスポーツを発展させること
です。パスやキャッチの基本ドリル、ブレイクダ
ウンのドリル、タックルのドリルなどラグビーの
フィールドでより良いパフォーマンスを発揮する

ために、各選手が知っておかなければならないラグビーの基本的なドリルを教えています。将来
日本代表になる可能性のある選手たちですから、選手一人ひとりが自分の役割を理解しながらラ
グビーに取り組むように指導しています。ラグビーをやっていない人たちにもラグビーを広め、
秋田県全体でラグビーを盛り上げていけるように、これからも仕事や練習に全力で取り組んでい
きたいと思います。

ラグビー
フットボール競技
ソキヴェタ モセセ
ワガイラドヴ

令和５年度テクニカルアドバイザー紹介
世界を動かそうと思ったら、まず自分自身を動かせ。

特別国民体育大会秋田県選手団報告会
令和５年11月27日（月）　パーティーギャラリー　イヤタカ

　「特別国民体育大会秋田県選手団報告会」を開催しました。本県強化策検討部会アド
バイザー髙橋義雄様（筑波大学大学院准教授）と阿久根謙司様（東京ガスケミカル株式
会社取締役常務執行役員）にもご出席いただき、参加した各競技団体役員及び強化担当
者等約70名が今国体の振り返りと次の国スポに向けて競技団体の垣根を越えて課題を共
有し、課題解決への意見交換などを行いました。
　報告会で本会会長鶴田有司からは、まだ２類感染症に分類された中での冬季国体、季
節外れのインフルエンザ等の流行があった本国体に向けて選手の健康管理を万全にし、
国体に臨まれた各競技団体への感謝と「第２期 チームＡＫＩＴＡ1,000点プラン」のも
と、今後も県をはじめ関係機関と一体となって本県スポーツの振興・競技力向上への決意の言葉がありました。
　また、来賓として秋田県議会議長北林丈正様より、厳しい結果を受けて、競技人口の減少という課題への取組、鹿児島
という遠隔地での練習場の確保・体調管理等の労いと次の佐賀に向けての励ましの言葉をいただきました。また、秋田

県観光文化スポーツ部スポーツ振興課課長米田裕之様より、本県競技力向上の鍵は少年
種別の強化・育成であり、国体の課題と成果を洗い出し、明日から一歩一歩、強化を進
めてほしいとの言葉をいただきました。続いて、本会競技力向上対策課課長佐藤から、
結果概要について報告がありました｡｢天皇杯・皇后杯順位ともに、41位という厳しい結
果であったが、バスケットボール競技成年男子の５連覇やフェンシング競技の17年ぶり
８度目の競技別総合優勝、少年種別でも多くの活躍が見られ、今後の活躍が期待される
競技も多くあった｡『チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム』『チームＡＫＩＴＡスタート
アップ支援』を活用した指導者養成やカテゴリーを跨いだ事業等により、県全体での強

化への一体感が感じられた。また、国スポ出場競技数の拡大も必要である」など成果と課題を挙げました。
　最後に総監督田口將本会副会長より､｢今国体は、３年前の鹿児島国体に出場できなかった方々の思いも背負った国体で
あった。国体天皇杯が41位という厳しい結果を受け止めなければならない。競技団体同士が手を取り合い、新たな一歩を
踏み出し、次の国民スポーツ大会での秋田県選手団のさらなる活躍を期待する」と総括がありました｡｢チームＡＫＩＴＡ
国スポ戦略ミーティング」では、県全体を視野に入れた強化について各競技団体から挙げられた課題等を「競技選手の発
掘･普及｣｢若手指導者･女性指導者の養成｣｢カテゴリー間の強化･連携｣｢組織体制の整備」
の４つにまとめ、グループワークを行いました。ミーティングのまとめとして、阿久根
謙司様からは「ＰＤＣＡのサイクルを止めないことが重要であり、競技の枠を越えた成
功事例の紹介など横展開も必要である｣､髙橋義雄様からは「少子高齢化の中で、スポー
ツだけではなく、地域企業等も含め社会との繋がりもスポーツにとって必要になる」と
アドバイスをいただきました。最後に中学校体育連盟の三浦純也会長より､｢令和６年度
地域クラブ活動の中体連主催大会参加について」情報提供していただき、会を閉じまし
た。

（鶴田有司　秋田県スポーツ協会会長）

（北林丈正　秋田県議会議長）

（チームＡＫＩＴＡ国スポ戦略ミーティング）
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大 会 概 要 スケート競技会（スピード・フィギュア） スキー競技会

開　催　地
北海道（苫小牧市）

○苫小牧市ハイランドスポーツセンター
○nepiaアイスアリーナ

山形県（最上町・山形市・上山市）
○赤倉温泉スキー場　○アリオンテック蔵王シャンツェ
○上山・坊平高原クロスカントリー競技場

会　　　期 2024年１月27日（土）～２月３日（土）
※競技日：１月28日（日）～１月31日（水） 2024年２月21日（水）～24日（土）

『スケート国体に向けて』　秋田県スケート連盟　島本　知克（スピード部長）
　秋田県スケート連盟では、秋田わか杉国体以降競技者数の減少に伴う競技力の低下という課題
を解決するため、県の「ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘プロジェクト」事業に2007年から参
加している。この事業は、県内の小学３・４年生を対象に、スピードスケートでオリンピックを
目指すという意思をもち、体力テストと滑走技術テストをクリアした選手をタレントとして認定
し、強化・育成していくものである。この事業によって、県内の優れた能力を有する選手を獲得
することができ、選手たちは日頃のトレーニングだけでなく、事業を通して他競技選手との交流

やフィジカル・メンタル・栄養等の専門家から指導を受け、アスリートとして力を付けてきた。タレント選手を含む少年
選手（秋田中央高校所属）は、昨年のスケート国体に出場し、十数年ぶりにチームを組んで2000ｍリレーに出場するな
ど、多くの経験を積むことができた。残念ながらバトンの受け渡し時にミスをしてしまい失格となったが、今年はその雪
辱を果たすべく、昨年と同じメンバーで臨む予定である。選手たちには、昨年の悔しさから得た経験を生かし、持てる力
を十二分に発揮し滑り抜いてほしい。
　フィギュアは、12月２日から山梨県甲府市で開かれる予選会に出場する。予選会への出場は４年連続となり、今年は鎌
田明子（聖霊高３年）と小野友里愛（令和高２年）の少年女子ペアが出場する。本戦への出場権となる７位以上を目標
に、それぞれが最高の演技を目指す。

『２強に挑戦』　秋田県スキー連盟　畠山　芳彦（競技本部長）
　秋田県スキー連盟は常に県スポ協が掲げる「チームＡＫＩＴＡ1,000点プラン」を念頭に置い
て活動している。第78回やまがた雪未来国民スポーツ大会に向けては、北海道・長野県の両強豪
チームの牙城を崩す事が第一目標である。その為には、秋田県チームとして最低でも各カテゴ
リーに於いてゼロ点種目を無くし、上位複数入賞または複数の入賞を果たし、万遍なく得点を積
み上げることが必須である。１点でも多く獲得し、本県の国スポ順位に少しでも繋がる貢献がで
きればと思う。

　11月中旬から雪を求め各セクションそれぞれが適地の練習環境を目指し本格的なシーズンに向け始動する。また、雪が
消えると同時に陸上トレーニングが始まり、シーズンイン直前までフィジカルトレーニング中心の強化練習が続き、きつ
く、しんどい練習に耐えシーズンを迎える。
　選手たちには、監督・コーチ指導の下で個々の目標を設定し、踏ん張って頂点に登り着くことを証明して欲しい｡｢嬉し
い事・悔しい事・後悔する事・涙を流す事（嬉し涙は良し)･怪我をする事」などはシーズンの終わりが証明してくれる。
それまでは目標達成に一直線あるのみと思い頑張って欲しい。
　前回の特別国体いわて八幡平白銀国体では、クロスカントリーが大活躍で秋田県チームを支えてくれた。アルペン、
ジャンプ・コンバインドチームは第78回やまがた雪未来国民スポーツ大会で雪辱を晴らしてくれるものと信じている。ア
ルペンチームは今年も海外遠征を決行する。
　クロスカントリー（ＸＣ)､ジャンプ・コンバインド（ＪＣ)､アルペン（ＡＬ）が団結し､｢チーム秋田」を発揮してくれ
れば、北海道・長野県の両強豪チームを崩してくれるものと信じている。
　アマチュアスポーツの環境が年々厳しい状況にある。秋田県はまだまだアマチュアスポーツの世界が中心であると自負
している。今後とも、細かく密な援助・応援をいただければ幸いである。
【有望選手紹介】
ＸＣ：〈少年〉藤本孝輔・遠藤佳人・吉田凛・小鮒穂乃実　　〈成年〉田中聖土・古田柊斗・本田千佳・畔上凜花・畠山香恋
ＪＣ：〈少年〉成田絆　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈成年〉宮﨑啓太・海沼史人・馬淵源・木村幸大・成田健太
ＡＬ：〈少年〉鎌田宇朗・石塚心樹・佐々木碧波　　　　　　〈成年〉生田康宏・石塚結・水谷美穂

※向川桜子が遠征先の調整がうまくあえば出場の可能性有り

第78回国民スポーツ大会冬季大会に向けて

やフィジカル・メンタル・栄養等の専門家から指導を受け、アスリートとして力を付けてきた。タレント選手を含む少年

　11月中旬から雪を求め各セクションそれぞれが適地の練習環境を目指し本格的なシーズンに向け始動する。また、雪が
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駅伝競走男子
秋田工業高校（11年連続29回目）

主将　細
ほそや
谷 流

り お
音

　私達、秋田工業高校陸上競技部は、
この度11年連続29回目の全国高等学

校駅伝競走大会に出場します。昨年の都大路では、23位
という悔しさの残る結果となりました。今年は、都大路
でリベンジをするために一年間基礎的な部分から見直し、
日々の練習や大会に臨んできました。
　今年は『8位入賞』を目標に掲げています。昨年は達成
することができなかった目標を達成できるよう、一日一日
を大切にして取り組んでいきたいと思います。そして、こ
れまで支えて下さった方々への感
謝を結果として恩返しすることが
できるようにチーム一丸となって
向かっていきたいと思います。秋
田県代表としての責任を持ち、全
員がベストを尽くし最後まで諦め
ることなくレースに挑んでいきま
す。
　私達、秋田工業高校陸上競技部
の応援を宜しくお願いします。

バレーボール男子
雄物川高校（29年連続29回目）

主将　今
いまい
井 光

こうせい
星

　私たち雄物川高校男子バレーボール
部は、１月４日から東京体育館で開催

される春の高校バレーに出場します。今年度は、安定した
ミドルの２人を軸に高さとパワーのあるレフトで攻撃を組
み立てるバレーをし、日々の練習に取り組んでいます。イ
ンターハイでは予選リーグを突破し、５年ぶりとなる決勝
トーナメントに進出したものの１回戦の正智深谷高校に敗
退してしまい、国体では、２回戦の東京に敗退し、とても
悔しい思いをしました。有観客での大会が行われるように
なり、様々なプレッシャーがある中でも春高では集大成と
して自分たちのやってきたバレーをしたいと思います。３
年生にとっては最後の大会なので３年生が中心となり、家
族・地域の方々・また応援してくださる方々へ伝統の「最
後まで諦めない執念のバレー」をお見せし、感動と恩返し
をお届けできるようにプレーします。去年の春高では初
戦敗退という悔しい思いをし、１年間全国で勝ち上がれる
チームを目指して練習をしてきました。一昨年のベスト４
を越え、雄物川高校の新
しい歴史をつくるために
チーム一丸となって頑張
ります。応援よろしくお
願いします。

駅伝競走女子
大曲高校（３年連続９回目）

主将　鈴
すずき
木 来

こ と
都

　この度、本校陸上競技部駅伝チーム
は３年連続９回目の全国駅伝競走大会

に出場することができました。私たち駅伝選手にとって都
大路を走る全国駅伝は特別な舞台であり、日頃からこの場
所を目指し、練習に取り組んでいます。先月行われた県予
選では、県都一周コースという市街地を走れる喜びに、士
気も高まりました。沿道からたくさんの声援をいただき、
苦しい中にも、楽しさを感じながらゴールを目指すことが
できました。その結果、全国駅伝に出場することができ嬉
しく思います。
　夏にキャプテンになってから、チームをまとめることの
大変さを実感しました。思い通りにいかないことも多くあ
り、不安でいっぱいだったときも、周りのチームメイトが
支えてくれました。互いに力をつけ、自分も仲間も少しず
つ自信をもつことがきました。優勝した瞬間は、ご指導く
ださった小澤先生や支えてくださった多くの方々、そして
家族の顔が浮かび、感謝の気持ちでいっぱいでした。｢県
予選は通過点｡｣この合い言葉を胸に
刻み、全国駅伝では、１時間13分台
を目指し、チーム一丸となり都大路
を駆け抜けたいと思います。ご声援
くださいますよう、お願いします。

バレーボール女子
秋田令和高校（※２年連続３回目）
※旧秋田和洋女子高校の出場回数含む

主将　鈴
すずき
木 乃

の あ
愛

　私たち秋田令和高等学校女子バレー
ボール部は春高バレー秋田県予選で優

勝し、２年連続全国大会の出場権を獲得する事が出来まし
た。決勝戦は、なかなか自分達のバレーを出し切る事が出
来ず、終始相手にペースを握られる厳しい試合展開となっ
てしまいました。ですが、全員でもう一度全国に行くと
誓っていたこと、そして、これまでどのチームよりも困難
な状況を乗り越える練習をしてきたのは自分達だという自
信があったので、最後勝ちきることができたと思います。　
　夏のインターハイでは一勝も出来ず、全国での勝利の難
しさを実感させられました。県予選は通過点だと考え、最
大の目標である「全国での勝利」に向け、チームの合言葉
の"一体感"を高められるようこれからの練習により力を入
れて頑張ります。応援して下さる全ての方々への感謝の気
持ちを忘れず、全国での勝
利で恩返しします。チーム
一丸となり一戦必勝で頑張
ります。応援よろしくお願
いします。

高校スポーツ2023　　いざ、冬の陣
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バスケットボール男子
能代科学技術高校（※６年連続52回目）
※旧能代工業高校の出場回数含む

主将　中
なかの
野 珠

しゅうと
斗

　私たち、能代科学技術高校バスケッ
トボール部は、県予選を突破し、ウイ

ンターカップの出場権を勝ち取ることができました。イン
ターハイの初戦では自分たちの力を発揮し、勝利すること
ができました。しかし、２回戦では、序盤から試合を優位
に進めることができていたものの、自分たちのミスから崩
れていき、敗れてしまいました。チームのあるべき姿を全
員で再確認し、１試合をとおしてディフェンスからの速攻
という伝統のスタイルをやりきるという意識を持ち、団結
力を高めてきました。
　校名が変わってからウインターカップでは２年間、１回
戦敗退が続いています。３年間の集大成として、全国大会
ベスト８、東京体育館のメインコートに立ってプレーする
事を目標に掲げ、日々の練習に取り組んでいます。先輩方
の思いを胸に、応援して
下さる皆様方に恥ずかし
くないプレーをして、能
代らしさを出し、全力で
戦ってきます。

サッカー男子
ノースアジア大学明桜高校（※２年連続６回目）
※旧秋田経済法科大学附属高校の出場回数含む

主将　川
かわむら
村　 晃

こうせい
生

　私たち明桜高校男子サッカー部は、
第102回全国高等学校サッカー選手権

大会秋田県大会で優勝し、2年連続で選手権大会出場を決
めました。昨年度の全国大会では、初戦敗退という悔しい
思いをしました。そこから全国大会で勝つチームを目標
に、朝練でウエイトトレーニングを実施したり、全体練習
では互いに高い基準でプレーすることを求め合ったりしな
がら、日常から意識改革を進めてきました。県大会決勝で
は、荒天により難しい試合展開となりましたが、これまで
の積み重ねを結果で示すことができたと思っています。全
国大会では、自分たちの持ち味である団結力を活かし、全
員攻撃・全員守備で勝ち進めるように戦っていきたいと思
います。また、秋田県の代表であるという誇りを胸に、応
援してくれる家族や仲間、学校関係者などたくさんの方々
への感謝の気持ちを忘れ
ずに、全国の舞台で戦っ
ていきたいと思います。
皆さんの応援をよろしく
お願いします。

バスケットボール女子
秋田中央高校（※48年ぶり３回目）
※旧秋田市立高校の出場回数含む

主将　目
めぐろ
黒 結

ゆい こ
子

　秋田中央高校女子バスケットボール
部は、ウインターカップ県予選会を48

年ぶりに制して、本大会への出場権を獲得しました。
　インターハイでは、自分たちのミスで流れを掴むことが
できず、序盤から相手のペースに持ち込まれてしまい、１
回戦で敗れてしまいました。その悔しさを晴らすため、ウ
インターカップ出場という目標を掲げました。11人と人数
が少ない中、多くの不安や困難を乗り越え、チーム全体が
目標に向かって一つになる努力をしてきました。
　ウインターカップでは、私たちの強みである超攻撃的で
走りきるバスケットをします。そして、先輩方や県予選会
で敗れたチームの思いを胸に、感謝の気持ちを忘れずに、
保護者をはじめ、支えてくださっている多くの方々に恩返
しできればと考えています。
　超攻撃型な姿勢を忘れず、
失敗を恐れずに、自分たちの
持っている力を全て出しきっ
てきます。応援よろしくお願
いします。

ラグビーフットボール
秋田工業高校（４年連続71回目）

主将　大
おおさわ
沢　　空

くうあ

　私たち秋田工業高校ラグビー部は、
先日行われた第103回全国高等学校ラ

グビーフットボール大会秋田県予選で優勝し、４年連続71
回目の出場権を勝ち取ることができました。優勝すること
ができたのは、多くの皆様の御支援や応援があったからこ
そだと感謝しております。
　今年は昨年先輩たちが果たせなかった「ベスト８」を目
標に掲げ、部員一人ひとりが目標に向かって切磋琢磨して
きました。
　全国大会では秋田工業の伝統であり、自分たちの持ち味
である「スクラム｣､｢タックル」を十分に発揮し、今まで
支えてくださった方々に感謝の気持ちを込めて、ノーサイ
ドの笛が鳴るまで全力でプレーしたいと思っています。聖
地花園という大舞台で
秋田工業のラグビーを
体現できるよう、チー
ム一丸となって頑張り
ます。応援よろしくお
願いします。

•全国高等学校駅伝競走大会 12/24 京都府　たけびしスタジアム京都
•全国高等学校バスケットボール選手権大会 12/23～29 東京都　東京体育館/武蔵野の森総合スポーツプラザ
•全国高等学校ラグビーフットボール大会 12/27～1/7 大阪府　東大阪市花園ラグビー場
•全国高等学校サッカー選手権大会 12/28～1/8 東京都･神奈川県･埼玉県･千葉県　国立競技場 ほか
•全日本バレーボール高等学校選手権大会 1/4～8 東京都　東京体育館
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　秋田県中学生強化選手の中から、かごしま国体に出場した３名の選手に競技の魅力について聞きました。

期待のジュニアアスリート vol.16

Q1．競技の魅力・醍醐味は？
　バスケットボール競技の大きな魅力は「最後の最後まで勝敗が分からない」ところだと思っています。
Q2．自身のストロングポイントは？
　ポイントガードとして状況によって自分で点数をとれることや、仲間へのアシストが出来るところで
す。
Q3．中学生になって競技を通じて学んだことや成長出来たことは？
　仲間がいてこそバスケットボールが出来ます。そして家族やバスケットボールに関わる様々な方々の支
えがあって、今の自分があるということを学びました。
Q4．憧れの選手とその理由は？
　NBAのサクラメントキングスに所属していたジェイソンウィリアムス選手
です。巧みなパスやドリブル、シュートで相手を翻弄しているところに大変興
味を感じています。今は自分もそうなりたいと強く思っており、プレースタイ
ルだけではなく生き方も尊敬しています。
Q5．かごしま国体に出場してみて経験したことや感じたことは？
　一人一人のディフェンスでのプレッシャーや、瞬間的な判断の早さのレベル
が高かったです。ですが自分のプレーが通用する場面も多くあり、手応えを実
感したのでこれからもっと心身共にレベルアップしていきたいです。

Q1．競技との出会い・きっかけは？
　始めは水が苦手で、水に慣れる為に水泳を始めたことが競技を始めたきっかけです。
Q2．日々の練習で意識していることや大切にしていることは？
　試合で自分のパフォーマンスを最大限に発揮するためには何をすれば良いのかを常に考えて、目的意識
を持って練習に取り組むことを意識しています。
Q3．競技を続けていく中で高校での明確な目標は？
　今後、競技を続けていく中での目標としては、国体やインターハイ、ジュニアオリンピックで入賞する
ことを高校での目標としています。
Q4．憧れの選手とその理由は？
　ダビド・ポポビッチ選手です。2022年に行われた世界水泳ブダペストのレースを見て強い衝撃を受けま
した。レースプランは勿論のことですが、理想的な無駄のない水泳に憧れています。
Q5．かごしま国体に出場してみて経験したことや感じたことは？
　かごしま国体に出場して、秋田県の代表として泳げることの嬉し
さや緊張感がありました。レース中は仲間の応援もあり、国体とい
う大きな大会で自己ベストのタイムを出せたという経験は今後につ
ながると感じています。

Q1．競技との出会い・きっかけは？
　小さいときから父や姉（琉夏・実礼）がフェンシングに取り組む姿を見て、私もフェンシングを始めま
した。
Q2．競技の魅力は？
　単純な体力勝負だけでなく、対戦相手との駆け引きが特に重要なところが大きな魅力だと思います。
Q3．中学生になって競技を通じて学んだことや成長できたことは？
　フェンシングは試合で勝つためにはメンタルの部分が非常に大切だと気づかされました。いつも冷静に
普段通りのフェンシングをすることが、本番の大会では1番難しいと学びました。
Q4．アスリートとしての将来の夢は？
　私のアスリートとしての将来の夢は、世界選手権やワールドカップで
上位に入ることです。フェンシングを通じて、世界で活躍できる選手に
なりたいです。
Q5．かごしま国体に出場してみて経験したことや感じたことは？
　かごしま国体では独特の雰囲気があり、緊張から普段どおりの試合が
なかなかできませんでした。しかし、チーム秋田の声援がとても力にな
り、試合をしていて背中を押してもらえたことが強く印象に残っていま
す。

Q1．競技の魅力・醍醐味は？
　バスケットボール競技の大きな魅力は「最後の最後まで勝敗が分からない」ところだと思っています。
Q2．自身のストロングポイントは？
　ポイントガードとして状況によって自分で点数をとれることや、仲間へのアシストが出来るところで
す。
Q3．中学生になって競技を通じて学んだことや成長出来たことは？
　仲間がいてこそバスケットボールが出来ます。そして家族やバスケットボールに関わる様々な方々の支
えがあって、今の自分があるということを学びました。
Q4．憧れの選手とその理由は？
　NBAのサクラメントキングスに所属していたジェイソンウィリアムス選手
です。巧みなパスやドリブル、シュートで相手を翻弄しているところに大変興
味を感じています。今は自分もそうなりたいと強く思っており、プレースタイ
ルだけではなく生き方も尊敬しています。

バスケ
ットボ

ール競
技

阿
あ べ
部 勇

ゆうさく
咲

( 角館中　3年 )

伊
いとう
藤 竜

りゅうや
弥

( 秋田南高中等部　3年 )

水泳競
技

した。
Q2．競技の魅力は？
　単純な体力勝負だけでなく、対戦相手との駆け引きが特に重要なところが大きな魅力だと思います。
Q3．中学生になって競技を通じて学んだことや成長できたことは？
　フェンシングは試合で勝つためにはメンタルの部分が非常に大切だと気づかされました。いつも冷静に
普段通りのフェンシングをすることが、本番の大会では1番難しいと学びました。
Q4．アスリートとしての将来の夢は？
　私のアスリートとしての将来の夢は、世界選手権やワールドカップで
上位に入ることです。フェンシングを通じて、世界で活躍できる選手に
なりたいです。
Q5．かごしま国体に出場してみて経験したことや感じたことは？
　かごしま国体では独特の雰囲気があり、緊張から普段どおりの試合が
なかなかできませんでした。しかし、チーム秋田の声援がとても力にな
り、試合をしていて背中を押してもらえたことが強く印象に残っていま
す。成

なりた
田 和

わか な
叶

( 城南中　3年 )

フェン
シング

競技
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令和５年度秋田県中学生強化選手育成事業　中・高連携強化プロジェクト
第１弾　パフォーマンステスト～令和５年11月11日（土）開催～
　国内外で活躍できるトップアスリートを育成するため、科学的根拠に基づいた運動能力テスト「パフォーマンステスト」を実施し、
選手に自身の課題を自覚させ自発的な弱点克服への取り組みを促しました。
　参加した秋田県中学生強化選手11競技37名と、チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム指定競技の高校生選手６競技61名が、体力要素
別に分類された９項目の測定に臨みました。

　パフォーマンステストの測定項目の中に、50ｍ走、50ｍ８の字走、50ｍ３往復走があります。これら３種目では50ｍ走を基準に、同
じ距離で素早い切り返しが必要となる50ｍ８の字走、切り返し動作を含めた６倍の距離になる50ｍ３往復走のタイムを比較すること
で、自身の弱点を洗い出す事が出来ます。選手たちはベストタイムを出すべく、十分な練習と高い集中力で走りきりました。

　また、メンタルテストも実施され、競技中の心理状態を確認し、渡瀬友斗講師（秋田県スポーツ科学センターメンタルトレーニング
アドバイザー）から指導を受けました。定期的な体力測定やメンタルテストは、現段階の競技力を可視化し、具体的な目標値の設定
や、疲労及び怪我を早期発見するためにも非常に有効なデータとなります。パフォーマンステストを通じ、基礎体力の向上が競技力の
向上につながることを選手が認識し、自身の競技に活かしてほしいと思います。

第２弾　指導者研修～令和５年12月２日（土）開催～
　パフォーマンステストで浮き彫りとなった課題は、本プロジェクトの第２弾となる「指導者研修」で指導者と各競技団体強化担当者
が共有し、今後の指導の手立てとしました。研修には、18競技38名の指導者が一堂に会し、学びを深めました。パフォーマンステスト
の結果をもとに講義をしてくださった広瀬統一講師（早稲田大学教授）は、秋田県選手と全国トップクラスの選手の測定データを提示
しながら、優先して行うべきトレーニングについて説明しました。

　また、午後からは土屋裕睦講師（大阪体
育大学大学院教授）から「ＮＯ！スポハ
ラ！アスリートの主体性を育て成長を導く
指導者の役割」と題して、講義をしていた
だきました。土屋講師は、指導場面のさま
ざまな事例を紹介し、自己の指導を振り返
らせながらプレイヤーズ・センタードな
コーチングの重要性を強調されました。ま
た、アクティビティをふんだんに取り入れ
ながら、指導者同士の学び合いを深め、自
己の指導への気づきを促しました。最後に､

｢偉大な指導者は、指示をするのではなく、選手の心に火をつける｡｣と語り､｢選手を中心におき、アントラージュ全体の幸福を目指して
ほしい｡｣とエールを送りました。参加者からは､｢時代に必要とされる指導の在り方について知ることができた｡｣､｢自分の指導はまだま
だティーチングの傾向があることがわかったので、早急に改善する必要があると感じた｡｣などと、喜びの声が多くあがりました。

50ｍ走

開脚テスト

広瀬　統一　講師 土屋　裕睦　講師

50ｍ８の字走

垂直跳び

50ｍ３往復走

メンタルテスト



12

『２０２３アスリート支援・企業セミナー』開催報告
～秋田に定住しながら仕事と競技の両立を目指すアスリートを支援～

　平成28年から開始した『アスリート支援・企業セミナー』も今年で８回目を数え、昨年に引き続きハイブリッド形式
（ホテル会場参加＋オンライン参加）で開催しました。
　第１部では１組目にパリオリンピック出場に挑戦した万六建設カヌーチームの２人の選手が登壇し、最終戦の戦いを
語ってくれました。２組目は鹿児島特別国体で大活躍の県フェンシングチームの立役者、安部慶輝選手がオンラインで参
加し、所属病院で患者さん達にも人気者であり作業療法助手職の話題やパリオリンピックに向けての意気込みを語ってく
れました。第２部では、日頃の就職支援活動をFacebookにアスサポアキタのキーワードで発信している状況を紹介させ
ていただきました。また、支援活動で連携している県の移住・定住促進課からは県内就職者をサポートする奨学金返還助
成制度などについて紹介していただきました。
　第３部においては、アスリートの雇用促進に向けて、スポーツの多様性・アスリートの社会貢献を背景に様々な職場、
職種で仕事と競技を両立している事例５組を紹介しました。参加企業においては人材不足を背景にアスリート人材に関心
が高く、仕事と競技の両立で共にWiｎ-Winの関係事例には特に注目度が高まっていました。
　今回もタレント・シャバ駄馬男さんの軽妙なトークを交えての司会で盛況のうちに終えることができました。

《2023アスリート支援・企業セミナー》
令和５年11月15日（水）14：00～16：00　　於：ホテルメトロポリタン秋田

〈主な内容〉

第１部　アスリート競技活動サポート事業
 事業内容＆活躍選手の紹介
 ☆カヌー　三島廉選手　佐々木将汰選手　万六建設㈱
 ☆フェンシング　安部慶輝選手　医療法人 久盛会 秋田緑ヶ丘病院

第２部　アスリート就職支援活動＋連携先の紹介
 ☆就職支援活動ＰＲ　アスサポアキタ（Facebookで発信中です）
 ☆移住・定住促進事業の紹介　県内就職者向け奨学金返還助成制度他

第３部　様々な仕事とアスリート＆仕事と競技の両立
 ☆㈱菅与組　川上聖七選手　ラグビーフットボール（女子）
 ☆山岡工業㈱　堀之内敬志選手　ラグビーフットボール
 ☆ＡＤＫ富士システム㈱　大塚隆史選手　ラグビーフットボール
 ☆㈱Ｍ・Ｓ・Ｃ　佐藤力哉選手　ラグビーフットボール
 ☆ヨコウン㈱　髙橋駿平選手　ライフル射撃

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■お問い合わせ　担当：アスリート就職推進アドバイザー　佐々木功　 

(公財)秋田県スポーツ協会　スポーツ推進課内　「秋田トップアスリート無料職業紹介所」
Tel ０１８‐８６４‐８０９４　　E-mail akitaikyo0711@yahoo.co.jp

HP あきたアスリート就職支援　検索　「アキサポアキタ｣ Facebookで支援活動発信中

県スポーツ振興課　課長　米田裕之 第１部　アスリート競技サポート事業
カヌー　三島廉選手　佐々木将汰選手

会場風景
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公益財団法人秋田県スポーツ協会 創立100周年記念寄付者名簿
（順不同、敬称略）

　本会創立100周年記念事業実施にご賛同いただき誠にありがとうございました。次の100年に向けて、本県スポーツの振
興と発展のために責任を自覚し、一層精進して参ります。今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

《企業・団体》 《競技団体》 《地域団体》
秋田いすゞ自動車株式会社 一般財団法人秋田陸上競技協会 一般財団法人秋田市スポーツ協会

株式会社佐藤海事 一般社団法人秋田県サッカー協会 NPO法人能代市スポーツ協会

花岡土建株式会社 秋田県スキー連盟 一般財団法人横手市スポーツ協会

秋田瀝青建設株式会社 秋田県テニス協会 一般財団法人大館市スポーツ協会

ユナイテッド計画株式会社 秋田県ボクシング連盟 一般財団法人男鹿市スポーツ協会

株式会社男鹿ゴルフクラブ 秋田県バレーボール協会 湯沢市スポーツ協会

幸和機械株式会社 一般社団法人秋田県バスケットボール協会 NPO法人鹿角市スポーツ協会

伊藤建設工業株式会社 秋田県ウエイトリフティング協会 一般財団法人由利本荘市スポーツ協会

株式会社創瑛測量設計 秋田県ハンドボール協会 一般社団法人潟上市体育協会

山岡工業株式会社 秋田県ソフトテニス連盟 大仙市スポーツ協会

東日本旅客鉄道株式会社 秋田県卓球協会 一般財団法人北秋田市スポーツ協会

日本電設工業株式会社秋田支社 秋田県相撲連盟 にかほ市スポーツ協会

株式会社アールシー・テック 秋田県柔道連盟 小坂町スポーツ協会

髙吉建設・丸茂組・荒屋鋪建設特定建設工事共同企業体 秋田県フェンシング協会 上小阿仁村スポーツ協会

バスケットボールチーム　アランマーレ秋田 秋田県弓道連盟 藤里町スポーツ協会

髙吉建設株式会社 秋田県クレー射撃協会 三種町スポーツ協会

東日本電気エンジニアリング株式会社秋田支社 秋田県剣道連盟 八峰町スポーツ協会

株式会社板橋組 秋田県バイアスロン連合 八郎潟町スポーツ協会

株式会社菅与 秋田県なぎなた連盟 大潟村スポーツ協会

株式会社秋田中央機工 秋田県アーチェリー協会

株式会社ツルタック 秋田県ゲートボール協会 《スポーツ少年団》
ミズノ株式会社 秋田県軟式野球連盟 大仙市スポーツ少年団

秋田県少林寺拳法連盟

秋田県武術太極拳連盟 《個人》
秋田県綱引連盟 阿部　芳久

秋田県バウンドテニス協会 齊藤　譲

秋田県ゴルフ連盟 清沢　広行

秋田県ローラースポーツ連盟 田中　忠夫

秋田県エアロビック連盟 北林　强

秋田県ペタンク連盟 千田　典夫

清沢　祥子

《学校体育団体》 山平　雄二郎

秋田県高等学校体育連盟 五嶋　建二

秋田県中学校体育連盟 成田　昭夫

秋田県特別支援学校体育連盟 安田　真人

齊藤　利子

令和５年11月30日受付分まで
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公益財団法人秋田県スポーツ協会秋田県スポーツ少年団
創設60周年記念式典

　令和５年10月22日（日)､ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル秋田において、秋田県スポーツ少年団創設60周年記
念式典が盛大に行われました。全県から、各市町村本
部、競技団体、協力組織団体、指導者、育成母集団な
ど280名が出席し、功績のあった個人、団体を顕彰する
とともに、これまでの60年を振り返り、新たな節目へ
向けて、秋田県のジュニアスポーツの振興とさらなる
発展のために、関係者一丸となって、一歩ずつ歩みを
進め続けることを誓い合いました。
　本団は、日本スポーツ少年団の創設の翌年、昭和38
年に「１人でも多くの子どもたちにスポーツの喜びを
提供する｣､「スポーツを通して青少年の心と体を育て
る」という理念のもと発足しました。以来60年の歴史
を刻み、今日では登録団数が689団を数え、本県におけ
る青少年スポーツの振興と発展の中核として、大きく
貢献してまいりました。
　田口將県スポーツ少年団本部長の式辞では、こうし
た県スポーツ少年団の歩みと、多くの関係者によっ
て育てられたことへの感謝の言葉とともに、1974年と
1982年の２度の本県開催以降久しかった全国スポーツ
少年大会を、令和６年度（2024年)､42年ぶりに本県で
開催する意義についても触れ、少子化の急速な進行な
ど、大きな課題に直面しながらも､｢次代を担う子ども
たちのスポーツを通した健全育成」に向けて、今後と
も鋭意取り組む決意が述べられました。
　式典では、県スポーツ少年団の育成、運営、指導な
どに功績のあった288人、19団体、158団を表彰し、ご
来賓からは、益子直美日本スポーツ少年団本部長をは
じめ、北林丈正県議会議長、米田裕之県スポーツ振興
課長より、今後の本県ジュニアスポーツの振興と県ス

ポーツ少年団のさらなる発展に対してお祝いの言葉を
いただきました。
　式典の後には､『私が「監督が怒ってはいけない大
会」を開催した理由』と題して、益子直美日本スポー
ツ少年団本部長より、記念講演を行っていただきまし
た。ご自身の現役時代の体験をもとに､｢怒る指導は、

子どもたちが自ら学び、考える機会を無くし、たとえ
失敗してもやってみようというチャレンジ精神、そし
て笑顔を奪ってしまう。指導者には、子どもたちが明
るく、のびのびとプレーできる喜びを味わえる環境を
つくって欲しい。私も一緒に頑張ります｡｣という益子
本部長の熱い想いに、会場全体から大きな拍手が贈ら
れました。
　引き続き催された祝賀会にも180人の参加者が集い、
県スポーツ少年団の60年の歩みに思いを馳せるととも
に、これからの秋田のジュニアスポーツについて大い
に語り合い、盛会のうちに祝賀会を閉じました。
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東北ブロッククラブネットワークアクション2023
◎期　日：令和５年11月11日（土）～12日（日）
◎会　場：秋田市拠点センター　アルヴェ
◎参加者：88名

　東北ブロックの総合型地域スポーツクラブ関係者が
一堂に会し、総合型地域スポーツクラブの運営に必
要な情報や課題解決に向けた具体的な取り組み事例等
について情報共有を行い、クラブ育成・支援のための
ネットワーク強化と都道府県総合型地域スポーツクラ
ブ連絡協議会間の連携体制をより一層促進する目的で
毎年開催されています。今年度は、秋田県で『総合型
地域スポーツクラブの新たな可能性』のテーマで開催
しました。
　東北各県の総合型地域スポーツクラブ関係者や行政
担当者が２日間にわたり、熱のこもった協議が行われ
ました。

開会行事

【１日目プログラム】
共通プログラム（90分）
　『運動部活動改革についての情報提供』
　　⑴スポーツ庁からの情報提供（30分）
　　⑵東北各県の状況報告
　　　～運動部活動地域移行の進捗状況～（30分）
　　⑶運動部活動地域移行の事例とその後の課題
　　　～岩手県・山形県～（30分）
独自プログラムⅠ（60分）
　グループワーク『運動部活動地域移行に向けて』

１日目グループワーク

【２日目プログラム】
独自プログラムⅡ（120分）
　『総合型地域スポーツクラブの新たな可能性』
　　⑴パネルディスカッション（60分）
　　《パネリスト》
　　•NPO法人こまちハート・オブ・ゴールド
　　　クラブマネジャー　菅　善徳（秋田県）
　　•平泉町スポーツ協会総合型クラブひらすぽ
　　　クラブマネジャー　栗生澤　奈生子（岩手県）
　　•南三陸町総合型地域スポーツクラブ
　　　代　表　佐藤　慶治（宮城県）
　　《コーディネーター》
　　•浅沼道成：岩手大学人文社会学部教授
　　•伊藤恵造：秋田大学教育文化学部准教授
　　⑵グループワーク（60分）
　　『クラブ活動全般に関する情報交換』
　◎日本スポーツ協会からの情報提供（30分）

JSPO情報提供

※令和６年度は、山形県で開催されます。



16

ジュニア育成対策・競技力向上事業・オリンピック候補選手への支援
ご協力ありがとうございます。

　賛助会員様に感謝の気持ちを込めて感謝状を送らせて頂きました。
　秋田のスポーツへの応援をこれからもお願い申し上げます｡
　（紙面の都合で一部の方のみとさせて頂きます）

株式会社フルゥール

秋田ファイバー株式会社

株式会社髙橋店装

ホームテック株式会社

KEN開発株式会社

藤髙自動車興業株式会社

豊興産株式会社

吉川税理士事務所

株式会社コネクト

ファームビルド株式会社

有限会社佐々木製作所

株式会社長谷忠

吉田ビニール株式会社

株式会社英雄

ベスト・プラン株式会社

敬称は略させていただきます。

【個人会員】

松　原　　　巧
11月末日受付まで

賛助会員 ※五十音順（敬称略）

株式会社松原印刷社 株式会社ミチノク秋田支店 ファームビルド株式会社
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　燃ゆる感動かごしま国体が終了し、天皇杯・皇后杯ともに41位と前回から大きく順位を下げてしまいました。そう
いった中でもバスケットボール競技成年男子の５連覇、フェンシング競技の17年ぶりの総合優勝を果たすことが出来
ました。今後も更なる競技力の向上を目指して、各種強化事業を推進していきます。一層の御支援をよろしくお願い
いたします。
　本誌の発行に当たり、御多用中の折、取材や原稿執筆などに御協力くださいました皆様、写真を提供してください
ました秋田魁新報社様、御協力ありがとうございました。

編集編集
後記後記

想像から創造へ
あらゆるニーズにお応えする （印刷・製本）

〒010-0951 秋田市山王七丁目 5-29
TEL 018-862-8760　 FAX 018-863-0005
URL http://www.matsubarainsatsu.co.jp

９月
　　５日　日本バスケットボール協会は杭州アジア大会の日本代表を発表し、秋田ノーザンハピネッツから熊谷航

と赤穂雷太が選出された
　　12日　日本バスケットボール協会はU16アジア選手権大会の男子日本代表に髙橋歩路（十文字中３年）を選出

した
　　27日　フェンシングの杭州アジア大会女子エペ団体に出場した齋藤華南（秋田商業高校出身）が銅メダルを獲

得した

10月
　　３日　体操の世界選手権男子団体に出場した南一輝（秋田市出身）が金メダルを獲得。７日の種目別男子床運

動では銀メダルを獲得した
　　15日　来年のパリ五輪マラソン日本代表選考会の「マラソングランドチャンピオンシップ」で鈴木優花（大仙

市出身）が優勝し代表に決まった
　　27日　プロ野球のドラフト会議でTDKの権田琉成投手がオリックスバファローズから７位指名を受けた

11月
　　16日　 サッカーJ2ブラウブリッツ秋田は吉田謙監督の続投を発表した

県内スポーツの主なできごと

９月１日　第２回定例理事会
　•令和５年度収支予算（案）の修正について
　•特別寄附金の受領について

会　議　録（抄）会　議　録（抄）会　議　録（抄）

令和５年度　関係団体創立記念行事一覧
　関係団体の創立記念行事が次のとおり開催されました。誠におめでとうございます。
　今後の益々の発展とご活躍を祈念いたします。

NPO法人鹿角市スポーツ協会創立50周年記念式典 11月11日 エスポワールかづの

永年にわたり、本県スポーツの発展、振興に寄与されましたご功績を称え、
謹んでご冥福をお祈りいたします。

齊　藤　　　譲　氏　前専務理事　　令和５年10月31日　御逝去

訃報
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秋田県内 DOWAグループ

地球を舞台とした事業活動を通じて、

豊かな社会の創造と資源循環型社会の構築に貢献します。

厚生ビル管理株式会社

建築物総合管理業

〒 秋田市保戸野すわ町６番 号

： ：

秋田市川尻町字大川反170-92　TEL018-823-4645

ドキュメント共有を支援するクラウドサービス

社内 社外

WorkingFolder

どこからでもアクセス可能、テレワークの推進を支援

クラウド上でドキュメントを共有し情報漏えいリスクを軽減。
業務効率化をご支援いたします。

WorkingFolder

株式会社秋田銀行

コマツ秋田株式会社

山二建設資材株式会社

秋田信用金庫

佐田建設工業有限会社

花岡土建株式会社

Offi  cial Partner

Offi  cial Supporter
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スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 ミーティングルーム
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室 　　　　　　　　　　

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322

株式会社 M・S・C 「M’s スポーツクラブ」
                

   
    

                

    

1号店：土崎教室

3号店：雫石教室

2号店：御所野教室

TEL:070‐5325‐2412  FAX:018‐828-3309 Mail:mspclub@yahoo.co.jp
☆★☆2歳から 80歳代までの体操教室！大人の健康運動クラスやアクロバットクラスも大人気☆★☆

テーマ【体験・経験・発見】 バク転を体験して難しい技を経験して新しい発見を見つけませんか？？？

号店：御所野教室

４号店：K-POPダンス教室

2023年

世界選手権出場

南一輝の応援も

お願いします。

資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

株式会社松　田  　　

株式会社湯沢生コン

株式会社丸栄建設

株式会社出羽運輸　

株式会社エイコウ物産  　

本　社 / 湯沢市字鶴舘 39-4　TEL.0183-73-0188

地域の発展とともに

松田グループ

事業内容─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人

　　　  秋田税経プランニング
　　　　　税理士  髙　橋　真　一
　　　　　税理士  菅　谷　　　浩

本　　店／秋田市南通亀の町４番９号  　　Tel.018-833-4022
菅谷会計／秋田市土崎港東二丁目16番24号  Tel.018-845-5648

ナイスアリーナで

合宿してみませんか。

施設内には合宿棟も

あります！

  由利本荘総合防災公園　ナイスアリーナ
　　〒０１５ｰ００１３

　　秋田県由利本荘市石脇字田尻野１８番地
　　（国道７号線沿い　ハローワーク本荘様向い）
　　ＴＥＬ：０１８４ｰ２２ｰ０００１
　　ＦＡＸ：０１８４-２５ｰ７０８０
　　ＨＰ：https://shisetsu.mizuno.jp/m-7619

秋田のアスリートたちを応援しています
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